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世界に一つだけの缶バッジつくったよ！（歴史博物館オリジナル缶バッジ作り）

平成 29 年 第 1 回臨時会・第 3 回定例会 開催
　第 1回臨時会は、7月 24 日の会期 1日間で開催されました。
　第 3回定例会は 8月 31 日から 9月 15 日までの会期 16 日間で開かれ、報告 12 件、議案 22 件、認定 14 件に
ついて審議しました。初日の 8月 31 日に、「北朝鮮のミサイル発射による脅威」について緊急質問が行われま
した。9月 7日、8日、11 日の 3日間にわたり、一般会計決算特別委員会、特別会計・企業会計決算特別委員
会において、一般会計、12 特別会計および水道事業会計の決算を審査しました。
　一般質問は 9月 12 日、13 日の 2日間行われ 9名の議員が登壇しました。また最終日に議員提出議案 1件が
追加されました。請願 2件、陳情 1件については、5ページの一覧表のとおりとなりました。



　市民の皆様には、平素より市議会の活動に対しまして、多大なるご理解とご協力をいただき、心より
厚く感謝を申し上げます。
　このたび私たちは、平成 29 年 7 月 24 日に行われました臨時会におきまして、議員各位のご推挙によ
り議長ならびに副議長に就任いたしました。誠に身に余る光栄であるとともに、　その重責に身の引き
締まる思いでございます。
　議員は市民の皆様の代弁者であります。議会と市政に皆様の声を反映させていくために、市民の目線
に立った円滑な議会運営に努め、より開かれた議会となるよう最善の努力を尽くす決意でございます。
　市民の皆様におかれましては、市議会の活動ならびに市政に対しまして、一層のご理解とご協力を賜
りますようお願い申し上げ、就任のあいさつといたします。

� 古河市議会議長　　倉持　健一
� 古河市議会副議長　高橋　秀彰

～委員会の構成が変わりました～

7 月臨時会にて

議長・副議長が変わりました

◎委員長　○副委員長

委員会名 人数 委員名

総務常任委員会 9人
◎生沼　繁　　○山腰　進
　秋山　政明　　靏見久美子　　秋庭　繁　　　佐藤　泉
　倉持　健一　　四本　博文　　黒川　輝男

文教厚生常任委員会 8人
◎落合　康之　○佐藤　稔
　阿久津佳子　　稲葉　貴大　　高橋　秀彰　　鈴木　隆
　長浜　音一　　渡邊　澄夫

産業建設常任委員会 7人
◎渡辺　松男　○大島　信夫
　園部　増治　　赤坂　育男　　増田　悟　　　並木　寛
　小森谷英雄

議会運営委員会 6人
◎増田　悟　　○渡辺　松男
　秋山　政明　　生沼　繁　　　佐藤　泉　　　園部　増治

議会だより編集委員会 6人
◎秋山　政明　○稲葉　貴大
　阿久津佳子　　靏見久美子　　鈴木　隆　　　渡邊　澄夫

議長
倉持　健一

副議長
高橋　秀彰
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平成 29年　第 3回定例会　議決一覧表
議案番号 件　　　　名 議決日 議決結果

議案第 60 号 古河市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 29.9.15 原案可決

議案第 61 号
古河市仁連地区新産業用地開発事業分担金徴収条例の制定につい
て

29.9.15 原案可決

議案第 62 号 財産の取得について 29.9.15 原案可決

議案第 63 号 財産の取得について 29.9.15 原案可決

議案第 64 号 財産の取得について 29.9.15 原案可決

議案第 65 号
Ｈ 29 中央運動公園陸上競技場公認更新改修工事請負契約締結に
ついて

29.9.15 原案可決

議案第 66 号 市道の路線廃止について 29.9.15 原案可決

議案第 67 号 市道の路線認定について 29.9.15 原案可決

議案第 68 号
平成 28 年度古河市水道事業会計未処分利益剰余金の処分につい
て

29.9.15 原案可決

議案第 69 号 平成 29 年度古河市一般会計補正予算（第 2号） 29.9.15 原案可決

議案第 70 号
平成 29 年度古河市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算�
（第 2号）

29.9.15 原案可決

議案第 71 号
平成 29 年度古河市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算�
（第 1号）

29.9.15 原案可決

議案第 72 号 平成29年度古河市古河福祉の森診療所特別会計補正予算（第1号） 29.9.15 原案可決

議案第 73 号
平成 29 年度古河市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算�
（第 1号）

29.9.15 原案可決

議案第 74 号
平成 29 年度古河市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
補正予算（第 1号）

29.9.15 原案可決

議案第 75 号 平成 29 年度古河市公共下水道事業特別会計補正予算（第 1号） 29.9.15 原案可決

議案第 76 号 平成 29 年度古河市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 1号） 29.9.15 原案可決

議案第 77 号 平成 29 年度古河市ゴルフ場事業特別会計補正予算（第 1号） 29.9.15 原案可決

議案第 78 号
平成 29 年度古河市古河駅東部土地区画整理事業特別会計補正予
算（第 1号）

29.9.15 原案可決

議案第 79 号
平成 29 年度古河市片田南西部土地区画整理事業特別会計補正予
算（第 1号）

29.9.15 原案可決

※色付き部分は賛否が分かれた案件
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平成 29年　第 3回定例会　議決一覧表
議案番号 件　　　　名 議決日 議決結果

議案第 80 号
平成 29 年度古河市仁連地区新産業用地開発事業特別会計補正予
算（第 1号）

29.9.15 原案可決

議案第 81 号 平成 29 年度古河市水道事業会計補正予算（第 1号） 29.9.15 原案可決

認定第 6号 平成 28 年度古河市一般会計歳入歳出決算認定について 29.9.15 認　　定

認定第 7号
平成 28 年度古河市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出
決算認定について

29.9.15 認　　定

認定第 8号
平成 28 年度古河市国民健康保険特別会計（直診勘定）歳入歳出
決算認定について

29.9.15 認　　定

認定第 9号
平成 28 年度古河市古河福祉の森診療所特別会計歳入歳出決算認
定について

29.9.15 認　　定

認定第 10 号
平成 28 年度古河市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

29.9.15 認　　定

認定第 11 号
平成 28 年度古河市介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出
決算認定について

29.9.15 認　　定

認定第 12 号
平成 28 年度古河市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
歳入歳出決算認定について

29.9.15 認　　定

認定第 13 号
平成 28 年度古河市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

29.9.15 認　　定

認定第 14 号
平成 28 年度古河市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定
について

29.9.15 認　　定

認定第 15 号
平成 28 年度古河市ゴルフ場事業特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

29.9.15 認　　定

認定第 16 号
平成 28 年度古河市古河駅東部土地区画整理事業特別会計歳入歳
出決算認定について

29.9.15 認　　定

認定第 17 号
平成 28 年度古河市片田南西部土地区画整理事業特別会計歳入歳
出決算認定について

29.9.15 認　　定

認定第 18 号
平成 28 年度古河市公共用地先行取得特別会計歳入歳出決算認定
について

29.9.15 認　　定

認定第 19 号 平成 28 年度古河市水道事業会計決算認定について 29.9.15 認　　定

議員提出
議案第 7号

教育予算の拡充を求める意見書 29.9.15 原案可決

※色付き部分は賛否が分かれた案件

4

古河市議会だより� 第52号　平成29年11月 15日発行



賛否の分かれた議案等

議案番号 真政会
古河市
公明党

古河維新の会
市政
同志会

政研・
市民ベースの会

無会派

黒
川　

輝
男

鈴
木　
　

隆

園
部　

増
治

赤
坂　

育
男

渡
辺　

松
男

高
橋　

秀
彰

佐
藤　
　

稔

靏
見
久
美
子

増
田　
　

悟

倉
持　

健
一

山
腰　
　

進

稲
葉　

貴
大

渡
邊　

澄
夫

小
森
谷
英
雄

佐
藤　
　

泉

並
木　
　

寛

生
沼　
　

繁

大
島　

信
夫

秋
山　

政
明

阿
久
津
佳
子

長
浜　

音
一

秋
庭　
　

繁

落
合　

康
之

四
本　

博
文

議案第 61 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 62 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

議案第 64 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案第 68 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 80 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

認定第 6号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

認定第 7号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

認定第 10 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

認定第 11 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

認定第 12 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

認定第 13 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

認定第 14 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

認定第 15 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

認定第 16 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

認定第 17 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

認定第 19 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

※議長は表決に加わらないため「－」と表示。

○賛成、×反対

請願・陳情一覧表
番　　号 件　　名 提　出　者 審議結果

平成 29 年
請願第 2号

農業者戸別所得補償制度の復活をもとめ
る請願

茨城県西農民センター
会長　飯田　和夫

継続審査

平成 29 年
請願第 4号

教育予算の拡充を求める請願
茨城県教職員組合
吉田　　豊� ほか 519 名

採 択

平成 29 年
陳情第 4号

古河市における医療的ケア児への在宅介
護レスパイトケアの充実を求める陳情

おやま高正と信じられる古河
市をつくる会
小山　高正

継続審査
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平成 28年度決算に対する各会派の意見

　少子高齢化や人口減少社会にあって、本市が
直面する課題は少なくない。多様な市民ニーズ
に的確に応え、最大の効果を発揮していくため
にも、各種施策の徹底検証を行い、「対話」と「行
動」を基本姿勢に、市民満足度の高い行政サー
ビスの展開を期待する。

黒川　輝男　　　　鈴木　　隆
園部　増治　　　　赤坂　育男

真　政　会
　平成 28年度一般会計の実質収支は約 12億
円の黒字である。また、実質公債費比率 8.2％、
将来負担比率は 84.4％であり、財政の健全化
は順調といえる。今後も市民の多様なニーズに
応え、さらなる市民サービスの充実したまちづ
くりに向けた賢明な市政運営を望む。

渡辺　松男　　　高橋　秀彰
佐藤　　稔　　　靏見久美子

古河市公明党

　合併後 12年目が過ぎ、３市町の行政サービ
スの統一化をはじめ一体感の醸成に重点を置き
市内格差のない施策事業の推進を図られたい。
歳入では不納欠損や収入未済額が多い。厳しい
経済状況であり税負担の公平の観点から積極的
な収納対策の強化を願う。

増田　　悟　　　倉持　健一
山腰　　進　　　稲葉　貴大

古河維新の会
　将来にわたり行政サービスを提供できる財政
基盤を確立するため、事業の執行にあたっては、
限られた財源を効率的かつ効果的な活用を望
む。また、2018 年度から都道府県化となる国
民健康保険事業については、収支両面にわたり
効果的な取り組みを図られたい。

渡邊　澄夫　　　小森谷英雄
佐藤　　泉　　　　　　　　

市政同志会

　平成 28年度決算は予算計画を基に適正執行
されたと考える。今後、平成 30年度予算にお
いて、行政サービス・災害に強いまち・人材育
成・教育・介護サービス・ファシリティマネジ
メント等、質の向上を最大限に考慮し、常に市
民の要望に寄り添った編成を望む。

並木　　寛　　　生沼　　繁
大島　信夫　　　秋山　政明
阿久津佳子　　　長浜　音一

政研・市民ベースの会
　学校施設（空調、トイレ）の改善など評価す
るが、県事業の肩代わり、開発事業、駐車場等
の借地料など無駄があり、賛成できない。
� 秋庭　　繁
　主要な施策の成果に関する説明書兼事業評価
書作成の際は、根拠となる数値や計算式を分か
りやすく示すように心がけてほしい。
� 落合　康之
　介護保険制度の導入から2025年問題は避け
ては通れない。介護難民として介護が受けられ
ない事態にどう向き合うか大きな課題。
� 四本　博文

会派に属さない議員
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行財政改革の実効性について

問　実質公債費比率や将来負担
比率の引き下げについて行政改
革推進委員会から要望が出てい
るがどのように取り組むのか。

答（財政部長）施策と財政規律
のバランスを考え、市債の発行
は抑制していく考えのもと、財
政基盤の強化を図っていきたい。

ＩＣＴ教育の先進地・古河の今
後について
問　2年余りのＩＣＴ教育の有
効性と活用法についての検証結
果や指導者育成、環境整備など
今後の取り組み方について問う。

ＩＣＴ機器を使用した授業風景

答（教育長）ＩＣＴ機器を主体
的、対話的で深い学びの推進の
ための便利なツールとして活用
しており、大いに評価している。
今後はモデル校の授業研究会や
市教育研究会等と綿密な連携を
行い、教職員のスキルアップに
つなげたい。また費用負担が大

きいことが課題であるが、国の
示す目標水準にできる限り近づ
けるよう努力していきたい。

学校教育現場の改善・向上策に
ついて
問　市独自の学校教育支援体制
や教員の負担軽減策など、教育
委員会の今後の方針、取り組み
について問う。

答（教育長）教育課程について
は学習指導要領に基づき、各学
校で創意工夫した教育課程を行っ
ている。また、教職員がゆとり
と笑顔で授業に臨めるような施
策を、教育懇談会、校長会、教
育研究会、ＰＴＡ連絡協議会等々
から意見をいただき、古河市の
特色ある教育課程、授業日数を
見出していきたい。

長浜　音一　議員

　第 3回定例会の一般質問は、9月 12 日、13 日の 2 日間行われ、9名の議員が登壇し、市政全般につい
て質問がされました。
　一般質問とは、市長に対し施策・事業等の現況や将来計画の考え方や、市民に密着した問題などをただ
すため行うものです。各議員の質問と答弁の要旨をお知らせします。

一般質問第３回
定例会
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大島　信夫　議員

旧古河産業技術専門学院の建物
および跡地利用について
問　この施設が古河市へと返還
されているが、ここは三和地区
諸川の市街地にあり隣接する諸
川コミュニティパークと合わせ
ると、相当な面積になる。そこ
でこの施設跡地の利用について
地元住民の間では大きな関心が
集まっている。この利用案とし
て、私は災害時の防災拠点を含
めて、古河市、特に三和地区の
活性化に資する施設にしてもら
いたいと考える。スポーツや文

化活動を通して、市民の交流の
場となるのが理想である。さら
に施設の整備のため費用も地域
の経済に寄与するものなので、
積極的な設備投資をお願いした
い。この施設の活用計画を伺う。

答（市長）旧古河産業技術専門
学院跡地については、現在、学
校用途地域として都市計画決定
されている。生涯学習施設等で
使用するには、都市計画の用途
地域変更の手続きが必要であり、
その場合、敷地全体の利用計画
が決まらないと進められず現状
は白紙である。三和公共施設整
備利用促進協議会からの要望書
に書かれていること、議員から
の要望を十分に検討し、より良
い活用ができる施設を目指し取
り組みたい。

答（教育部長）建物および旧古
河産業技術専門学院跡地の活用
方策については、三和公共施設
整備利用促進協議会の要望内容
を踏まえ、市内部で活用計画を
進めている。また実施に向けた
タイムスケジュールについては、
協議会からの要望が多種多岐で
あり、関係各課との調整を行い、
実施可能なもので基本構想を考
えなければならないため、時間
がかかるものとしてご理解して
いただきたい。

秋山　政明　議員

早期発見、早期療育の推進に
ついて　　　　　　　　　　
問　発達が気になる子どもの人
数が増加傾向にある。早期発見、
早期療育の推進についての今後
の方向性について①発達障がい
がある児童数②発見までの啓発
活動③幼保連携の 3点を問う。

答（健康福祉部長）①市内の小
学校在籍児の中で特別支援学級
に在籍している人数は 7,222 人
中 439 名である。②乳幼児健康
診査等で発達に関するパンフレッ

トの配布、幼稚園や保育所への
ポスターの掲示など、保護者の
気づきを促すような取り組みを
行っている。③市で実施してい
る発達相談や、県で実施してい
る移動発達相談等で子供につい
ての情報を共有し、必要な支援
につなげている。

児童発達支援センター「ぐるん
ぱ」について
問　児童発達支援センターぐる
んぱの今後の方向性について、
現状では、0歳から 6 歳までの
未就学児が対応となっているが

①現在の利用人数②対象年齢を
広げること③受け入れ態勢の拡
大の 3点を問う。

答（健康福祉部長）①平成 29年
度 7 月末の利用契約人数は児童
発達支援事業が 114 人、保育所
等訪問支援事業が 6 人、障がい
児相談支援事業が 19 人となっ
ている。②就学後の療育のニー
ズは今後高まると思われるため、
対応策として放課後等デイサー
ビス事業の導入について、関係
機関と連携を取り検討していき
たい。③より良い療育の支援と
質の向上を目指し、専門職の確
保に努めてまいりたい。

≪その他の質問≫
・�高齢者が安心して暮らせるま
ちづくりについて

旧古河産業技術専門学院跡地
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阿久津　佳子　議員

超高齢化社会対策について

問　高齢者の現況と課題、高齢
者福祉サービスは市民のニーズ
に合致しているか。また、今後
更に、ひとり暮らし高齢者やそ
の予備軍（現 40 代、50 代の単
身者）の増加が見込まれるが、
将来的に起こりうるさまざまか
つ煩雑な問題解決の一助として、
エンディングノート（人生の終
わり方を考える終活）やリバー
スモーゲージ制度（不動産担保
型生活資金貸付制度）の有無に

ついて伺う。

答（健康福祉部長）エンディン
グノートの活用、製作について
は、超高齢化社会の対策の一つ
として情報収集と検討を重ねた
い。また、リバースモーゲージ
の実績について既に社会福祉協
議会を通じて 6 件の貸付を行っ
ている。広報啓発に努め、より
一層の普及を図っていきたい。

もう一つの待機児童問題に
ついて　　　　　　　　　

問　重症心身障害児・医療ケア
児のレスパイト（短期入所・一

時預かり等）施設の現況と課題、
新たに在宅レスパイトサービス
事業導入について伺う。

答（市長）医療ケア児レスパイ
トの問題については、法律等の
問題を解消できた時点で、具体
的な予算化と人員配置を行い、
施策を実施していく。
答（健康福祉部長）医療的ケア
の必要な未就学の障がい児を受
け入れ可能な施設はレスパイト
入院を含め県内で 4 カ所、古河
市では 1 カ所であり、対象年齢
は 3 歳以上、定員は 4 名だが職
員配置上、平日 2 名、休日 1 名
の受け入れであり、職員確保が
課題。在宅レスパイトのサービ
スは現在実施していない。先進
地の事例を研究し今後の施策に
生かしたい。

靏見　久美子　議員

子育て支援について

問　生後間もない赤ちゃんは、
先天性の病気等を発見するため
の検査を受ける。これは早期発
見、早期治療が目的であり、早
目に治療を始めると、治療後の
状態が良いと言われる。新生児
の聴覚検査もその一つで、難聴
を早期に発見する検査である。
早期治療ができることも重要で
あるが、難聴が原因で起こる発
達おくれの軽減が主な目的であ
る。本市においての、新生児の

難聴検査の状況および検査に対
しての周知はどのように行って
いるのか伺う。また、検査費用
の負担について、国としても公
費負担するよう求めている。公
費で負担するべきと考えるが所
見を伺う。

答（市長）市で交付している母
子健康手帳で検査の必要性につ
いて周知している。より一層周
知を徹底し、普及啓発に努めて
まいりたい。公費負担について
病院により金額が異なるため全
額負担ができるかどうか検討し、
予算措置を考えていきたい。
答（健康福祉部長）新生児の聴
覚検査の主な検査方法として、
ＡＡＢＲ（自動聴性脳幹反応）、
ＯＡＥ（耳音響放射）がある。
近隣の多くの医療機関が新生児

のほぼ全員に実施しているが、
低出生体重児等のハイリスク者
に限定して実施しているところ
もある。市では母子健康手帳に
記載されている結果を乳児家庭
全戸訪問等で確認し、要支援児、
難聴の児童に対し、補聴器等の
必要な福祉サービスを案内する
など、早期支援に努めている。
適切な支援が行われた場合、そ
の後の言語発達の影響が最小限
に抑えられるため、今後新生児
聴覚検査の実施および結果の把
握、早期支援に努めていきたい。
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佐藤　稔　議員

行政サービスのバリアフリー化
推進について
問　窓口での外国人市民への対
応について、多言語音声翻訳ア
プリ「ボイストラ」などを活用
する事によって、会話がスムー
ズに進み行政サービスのバリア
フリー化が、なお一層向上する
ものと考えるが市の考えを伺う。

答（生活安全部長）有効なツー
ルと思われるため、アプリの内
容や運用状況を的確に把握して
いくよう努めていきたい。

古河版「空き家バンク」の創設
について
問　全国版「空き家バンク」の
スタートに合わせて、古河市で
も良質な空き家が登録できる、
古河版「空き家バンク」の創設
を提案するが市の考えを伺う。

答（生活安全部長）空き家情報
の外部提供に対する意向確認等
の課題を含め、既に空き家バン
クを創設している他自治体の状
況の検証に取り組み、創設に向

けて調査研究、情報収集に努め
ていきたい。

命を守る条例の制定について

問　新自殺総合対策大綱のもと、
市内各分野の責務を明確にした、
条例の制定を提案するが市の考
えを伺う。

答（健康福祉部長）条例化には
行政のみならず市民、企業、学
校とあらゆる分野での認識の共
有が求められる。来年度予定し
ている自殺対策基本計画の中で
それぞれの役割や責務を明らか
にして検討していきたい。

≪その他の質問≫
・�支援アプリによる情報収集に
ついて

渡辺　松男　議員

代読代筆支援サービスについて

問　高齢化の進展に伴い、代読
代筆等の読み書き支援サービス
の潜在的ニーズはますます増加
していく。読み書き情報支援員
養成基礎講習会で支援員を養成
し、公共機関に配置、現地派遣
を行えるきめ細かい公共サービ
スをしてはどうか。また、市役
所の窓口に「読み書き支援」の
プレートを設置してはどうか。

答（健康福祉部長）読み書き情
報支援員養成基礎講習会を 1 月
に予定している。また、居宅
サービスを提供する居宅介護従
事者を対象とした介護職員の初
任者研修会において、法に基づ
く合理的配慮のの提供について
趣旨説明するなど、支援員の質
の向上に努めていきたい。また、
社会福祉協議会で実施している
在宅福祉サービスの連携、支援
体制の強化について検討してい
きたい。プレートの設置につい
ては、窓口に設置することによ

り気軽に支援を申し出ることが
でき、代筆、代読の制度を周知
することにもつながるため、実
施に向け検討していきたい。

投票率について

問　期日前投票所を駅ビル中央
に設置、開催日・時間の延長、
投票立会人事務の工夫、行政無
線・エリアメールを活用しては
どうか。選挙管理委員会には、
厳正な選挙事務遂行とともに、
市民の民意を拾うため投票環境
を改善し、投票率アップを目指
してほしい。所見を問う。

答（選挙管理委員会書記長）今
回の投票状況および施設の現状
等をよく調査し、投票率アップ
に向けて検討していきたい。
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落合　康之　議員

茨城県知事選挙について

問　針谷市長が大井川候補と結
んだ 8項目の政策協定の中身は
何か。また、県立文化ホールの
要望は行ったのか。

答（市長）8 項目の政策協定は
①政策協議の場の設置。②各分
野の振興施策の充実、人材を活
用した地域経済活性化の推進。
③行財政改革の推進。④保健、
医療、福祉体制充実のための人
材確保。⑤子供たちの学力向上

や文化の振興、郷土を愛する心
を育む人材の育成。⑥少子化対
策の推進。⑦防災、治安体制の
強化。⑧茨城の魅力を発信する
ための施策の強化である。
　県立文化ホールの要望は、県
の計画、近隣市町との調整がな
い中での要望は困難であるため
具体的な協議は行っていない。

再質問　市長が協定をされてき
た 5項目目に「文化振興」とい
う言葉が入っていた。古河市に
県立文化ホールの設置を要望す
る提案を全議員の署名をいただ
き、つくってある。議員は市民
の代表であり、与党も野党もな
く 24 名全会一致となっている
ことは、市長は市民の要望があ
れば考えると選挙の時の公約に
していたので、大井川氏にお話

をすることは可能であると思う。

答（市長）市長として施策の具
体的な内容について要望、要求
等を行うことは可能である。

再々質問　第 4の協定項目にあ
る、医療に関して医科大学の誘
致・新設をご検討いただきたい。

答（市長）具体的な政策が大井
川氏から出た時点で古河市も候
補地として手を挙げ、できる限
りのことを行いたい。

秋庭　繁　議員

県内市町村で最低の投票率

問　期日前投票所の便利な駅前
からの変更、時間も短いことが
低投票率の招いたのではないか。

答（選挙管理委員会書記長）投
票率は、選挙人が投票しやすい
環境なども大きく影響を与える。
選挙管理委員会において方策等
を検討し、投票率アップに向け
て努力したい。

古河の「森友・加計学園」問題

問　利用計画のない中学校給食
調理場跡地の土地購入に至った
経緯は非常に疑問である。土の
入れ替えなどが必要なら、きち
んと処理し、市が買わずに後年
度負担としないほうが賢明であ
る。その後の維持管理費を含め、
市のファシリティマネジメント
の観点からも本末転倒ではない
か。

無駄遣いの給食調理場跡地購入

答（市長）土地購入については、

これまでの経緯等を自分なりに
判断し、購入を決定した。近く
でグラウンドゴルフ場や、バス
ケットコート等いろいろな要望
が来ているので、市民の要望を
かなえる一つとして、検討して
いきたい。

値上がりが危惧される国民健康
保険税
問　来年 4月から国民健康保険
の運営が県へ移管されるが、ど
のような運営主体となるのか。

答（生活安全部長）運営主体に
ついては、財政運営は県が主体、
市は引き続き資格管理、保険給
付等の地域における細かい事業
を担い、県と市が協働して運営
主体となり、制度の安定化を図っ
ていく。
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環境にやさしい植物油インキ
を使用しています

月　日 会　議 内　　容
12 月 5 日（火） 本会議 開会、議案の説明

12 月 6 日（水） 休　会 議案調査

12 月 7 日（木） 本会議 質疑、議案の委員会付託

12 月 8 日（金） 常任委員会 総務常任委員会、産業建設常任委員会

12 月 11 日（月） 常任委員会 文教厚生常任委員会

12 月 12 日（火） 本会議 議場コンサート、一般質問

12 月 13 日（水） 本会議 一般質問

12 月 14 日（木） 本会議 一般質問

12 月 15 日（金） 本会議 委員長報告、質疑、討論、採決、閉会

○時間は午前 10 時からの開催予定です。
○産業建設常任委員会は午前 10 時 15 分からの開催予定です。
※変更される場合もありますので、議会事務局までお問い合わせください。

◆◆◆　平成 29 年 第 4 回定例会の会期予定　◆◆◆

議会の様子を
見てみよう！

古河市議会ホームページ、
または下記QRコードから
ご覧になれます。

古河市議会 検 索

QR コード

市議会はどなたでも傍聴することができます。
○傍聴の手続き
　�当日に議会事務局で住所、氏名を記入して

いただきます。
　本会議場の定員は 62 名
　（うち車いす席 2 名）です。

○傍聴場所
　古河市役所古河庁舎 3 階

議場コンサート 37 人
本会議 74 人
委員会（特別委員会を含む） 1 人
合　計 112 人

※傍聴者数は延べ人数

議会を傍聴しませんか！

第３回定例会の傍聴者数

○公演日（予定）
　3月・6月・9月・12月定例会のいずれかの会議前。
　1組 20分程度。
○応募資格　
　�原則、市内在住・在勤の音楽を愛好している歌唱・
楽器の演奏ができる人または団体。
　�ただし、本会議場で演奏等が可能なもの、出演に
要する経費はすべて出演者の負担になります。

議場コンサートの　　　　　
　　　出演者を募集します！

　市議会では身近で開かれた議会を目指し、
議場コンサートを開催しています。日ごろの
練習の成果を議場で発表してみませんか。

※応募方法など詳細については、市ホームページ
　もしくは議会事務局までお問い合わせください。

　7月より議会だより編集委員会も新たにスタートしまし
た。私も１期目ながら議会だより編集委員会委員長の職を
拝命し、市民の皆さまに「開かれた議会」を提供するため、
分かりやすい、読みたくなる紙面づくりに努めてまいりま
す。9月の第 3 回定例会では、各会計決算審査や諸議案の
審議、一般質問が行われました。議会だよりを通して、今
定例会の様子を少しでも感じていただけたら幸いです。
� 委員長　秋山　政明

編 集 後 記 【議会だより編集委員会】
委 員 長　秋山　政明
副委員長　稲葉　貴大
委　　員　阿久津佳子　靏見久美子
　　　　　鈴木　　隆　渡邊　澄夫

古河市議会事務局
　古河市長谷町 38 番 18 号
　☎ 0280-22-5111（代）
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